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名
な

古
ご

屋
や

市
し

地
ち

域
いき

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

推
すい

進
しん

の 考
かんが

え方
かた

2025-2029概要版
がいようばん

 

はじめに 

名古屋市
な ご や し

は、国籍
こくせき

や民族
みんぞく

などの違
ちが

う人
ひと

たちが、みんなでしあわせに生
い

きていくことができる「多文化
た ぶ ん か

共 生
きょうせい

都市
と し

」を目
め

指
ざ

します。そのために、日本語
に ほ ん ご

の学 習
がくしゅう

環 境
かんきょう

を良
よ

くしていくための 考
かんが

えや、やることについて

まとめました。 

※この概要版
がいようばん

は、「やさしい日
に

本
ほん

語
ご

」を使
つか

って作
さく

成
せい

しています。「やさしい日
に

本
ほん

語
ご

」とは、外国人
がいこくじん

にもわかる

ように気
き

を付
つ

けた、簡単
かんたん

な日
に

本
ほん

語
ご

のことです。 

 

第
だい

１章
しょう

  地
ち

域
いき

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

の現
げん

状
じょう

と課
か

題
だい

 

  外国人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

の 状 況
じょうきょう

（「外国人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

統計
とうけい

」（２０２３年
ねん

末
まつ

時
じ

点
てん

）より） 

名古屋市
な ご や し

には、たくさんの国
くに

、地
ち

域
いき

から来
き

た、たくさんの外国人
がいこくじん

が

住
す

んでいます。外国人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

は年
ねん

 

々
ねん

増
ふ

えていて、２０２３年末
ねんまつ

には

今
いま

までで 最
もっと

も多
おお

くなりました。今
こん

後
ご

も増
ふ

えていくと 考
かんが

えられます。 

 

  外国人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

の日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

の 状 況
じょうきょう

（「日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

についてのア
あ

ン
ん

ケ
け

ー
ー

ト
と

調
ちょう

査
さ

」より） 

前
まえ

に 行
おこな

った 調
ちょう

査
さ

よりも、「現
げん

在
ざい

、学
まな

んでいる」と答
こた

えた人
ひと

が増
ふ

えています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

について、上
うえ

から３つ目
め

のレベル
れ べ る

までの人
ひと

の割合
わりあい

は大
おお

きく変
か

わりませんでした。 

（下
した

のグラフ
ぐ ら ふ

は「聞
き

くこと」ですが、「話
はな

すこと」「読
よ

むこと」「書
か

くこと」も同
おな

じでした。） 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

外国人
がいこくじん

住民数
じゅうみんすう

の移
うつ

り変
か

わり 国
くに

・地
ち

域
いき

別
べつ

の 状 況
じょうきょう

 

日本語
に ほ ん ご

の学 習
がくしゅう

経験
けいけん

 

日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

〈聞
き

くこと〉 



 

第
だい

２章
しょう

  基
き

本
ほん

方
ほう

針
しん

 

日
に

本
ほん

語
ご

を学 習
がくしゅう

したいと思
おも

う人
ひと

が学 習
がくしゅう

できるようになってきていますが、これまでに目
め

指
ざ

してき

た状 態
じょうたい

には、まだなっていません。そこで、名古屋市
な ご や し

では、今後
こ ん ご

も次
つぎ

のように日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

の環 境
かんきょう

を良
よ

くしていくことを進
すす

めていきます。 

  地
ち

域
いき

日
に

本
ほん

語
ご

教育
きょういく

が目
め

指
ざ

す地
ち

域
いき

の 姿
すがた

 

日
に

本
ほん

社
しゃ

会
かい

の中
なか

で、外
がい

国
こく

人
じん

市
し

民
みん

と日
に

本
ほん

人
じん

が、日
に

本
ほん

語
ご

で話
はな

すことができるようになることで、

名古屋
な ご や

のいろいろな地
ち

域
いき

で 共
きょう

生
せい

社
しゃ

会
かい

（いろいろな文
ぶん

化
か

の人
ひと

が一緒
いっしょ

に暮
く

らす社
しゃ

会
かい

）が作
つく

られる。 

・外
がい

国
こく

人
じん

市
し

民
みん

が地
ち

域
いき

の中
なか

で、自
じ

分
ぶん

の 力
ちから

で生活
せいかつ

を送
おく

っている。 

・外
がい

国
こく

人
じん

市
し

民
みん

が地
ち

域
いき

で活躍
かつやく

したり、社
しゃ

会
かい

に参
さん

加
か

している。 

・外
がい

国
こく

人
じん

市
し

民
みん

と日
に

本
ほん

人
じん

がよく話
はな

すことで、相
あい

手
て

のことがよくわかり、社
しゃ

会
かい

の中
なか

で一緒
いっしょ

に生活
せいかつ

をし

ている。 

・外
がい

国
こく

人
じん

市
し

民
みん

が日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

び、日
に

本
ほん

人
じん

も「やさしい日
に

本
ほん

語
ご

」（外
がい

国
こく

人
じん

市
し

民
みん

がわかるような日
に

本
ほん

語
ご

）

で話
はな

す。 

 

  地
ち

域
いき

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

が大切
たいせつ

にする 考
かんが

え 

日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

びたい外
がい

国
こく

人
じん

市
し

民
みん

が、「生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な日
に

本
ほん

語
ご

」を学
まな

べる機
き

会
かい

を持
も

つことができるよ

うにします。 

※「生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な日
に

本
ほん

語
ご

」を学
まな

ぶ中
なか

で、生活
せいかつ

するために必要
ひつよう

な、日
に

本
ほん

社
しゃ

会
かい

のことなども一緒
いっしょ

に学
まな

びます。 

 

  名古屋市
な ご や し

が外
がい

国
こく

人
じん

市
し

民
みん

に身
み

に付
つ

けてほしいと思
おも

う日
に

本
ほん

語
ご

レ
れ

ベ
べ

ル
る

 

周
まわ

りの人
ひと

が助
たす

けてくれれば、自分
じ ぶ ん

の周
まわ

りの社
しゃ

会
かい

参
さん

加
か

が日
に

本
ほん

語
ご

でできるレベル
れ べ る

 

（周
まわ

りの人
ひと

が助
たす

けてくれること：「やさしい日
に

本
ほん

語
ご

」を使
つか

うことや、ゆっくり話
はな

すことなど） 

・簡単
かんたん

な日
に

本
ほん

語
ご

で話
はな

してもらえれば、質問
しつもん

や言
い

っていることがわかる。 

・簡単
かんたん

な質問
しつもん

の時
とき

は、単語
た ん ご

で答
こた

えることができる。わからない時
とき

は、もう一
いち

度
ど

話
はな

してほしいことを

伝
つた

える、ゆっくり話
はな

すようにお願
ねが

いすることができる。場所
ば し ょ

を聞
き

くなど簡単
かんたん

な質問
しつもん

ができる。 

・外国人
がいこくじん

がわかるように書
か

いてあれば、生活
せいかつ

でよく見
み

ることが多
おお

い言
こと

葉
ば

や文章
ぶんしょう

の意味
い み

がわかる。 

・５０音
おん

図
ず

や辞
じ

書
し ょ

を調
しら

べたり、周
まわ

りの人
ひと

が助
たす

けてくれる時
とき

は、手
て

紙
がみ

などの 短
みじか

い文
ぶん

章
しょう

が書
か

ける。 

 

  地
ち

域
いき

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

が特
とく

に必要
ひつよう

な外
がい

国
こく

人
じん

市
し

民
みん

 

日本
に ほ ん

に住
す

む外
がい

国
こく

人
じん

市
し

民
みん

の中
なか

で、身
み

に付
つ

けてほしいと思
おも

う日
に

本
ほん

語
ご

レベル
れ べ る

にまだなっていない人
ひと

 

▼日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

びたいと思
おも

っている人
ひと

⇒日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

ぶ機
き

会
かい

を持
も

つことができる 

▼日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

びたいと思
おも

っていない人
ひと

⇒日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

ぶことが大切
たいせつ

なことだとわかる 



 

第
だい

３章
しょう

  基
き

本
ほん

施
し

策
さく

 

様々
さまざま

な人
ひと

・団体
だんたい

と 協 力
きょうりょく

し、日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

ぶ場
ば

所
しょ

を増
ふ

やし、日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

をする人
ひと

を育
そだ

てます。 

また、日
に

本
ほん

語
ご

をたくさんの人
ひと

に学
まな

んでもらえるよう、日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

の情 報
じょうほう

を届
とど

けていきます。 

１ 日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

の場所
ば し ょ

や機
き

会
かい

づくりを進
すす

めます 

例
たと

えば・・・日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

の困
こま

りごとを解決
かいけつ

する手
て

伝
つだ

いをする 

学習
がくしゅう

する人
ひと

の希
き

望
ぼう

にそった 新
あたら

しい 教
きょう

室
しつ

をつくる など 

 

２ 地
ち

域
いき

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

を 行
おこな

う人
ひと

を増
ふ

やしたり育
そだ

てたりします 

例
たと

えば・・・日
に

本
ほん

語
ご

を教
おし

える人
ひと

を増
ふ

やす 

日
に

本
ほん

語
ご

を教
おし

える人
ひと

が長
なが

い 間
あいだ

活
かつ

動
どう

できるよう手
て

伝
つだ

いをする など 

 

３ 地
ち

域
いき

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

の 情
じょう

報
ほう

を集
あつ

めたり渡
わた

したりします 

例
たと

えば・・・日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

の情報
じょうほう

などを集
あつ

める 

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

をインターネット
い ん た ー ね っ と

で探
さが

せるようにする など 

 

４ 外
がい

国
こく

人
じん

市
し

民
みん

に、日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

の大
たい

切
せつ

さを伝
つた

えます 

例
たと

えば・・・生活
せいかつ

の中
なか

で日
に

本
ほん

語
ご

が使
つか

えることの大
たい

切
せつ

さを伝
つた

える 

日
に

本
ほん

語
ご

を学習
がくしゅう

したくなるような 催
もよお

しを考える など 

 

５ 日
に

本
ほん

人
じん

市
し

民
みん

に、外国人
がいこくじん

市
し

民
みん

の日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

について理
り

解
かい

するよう伝
つた

えます 

例
たと

えば・・・外
がい

国
こく

人
じん

市
し

民
みん

の 状 況
じょうきょう

を、日
に

本
ほん

人
じん

市
し

民
みん

に向
む

けて伝
つた

える 

役所
やくしょ

の手
て

続
つづ

きなどで「やさしい日
に

本
ほん

語
ご

」が使
つか

えるようにする など 

 

６ 日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

の環
かん

境
きょう

を良
よ

くしていくための体制
たいせい

を作
つく

ります 

例
たと

えば・・・外国人
がいこくじん

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

に詳
くわ

しい人
ひと

から意
い

見
けん

を聞
き

く場
ば

所
し ょ

を作
つく

る 

役
やく

所
し ょ

全
ぜん

体
たい

で日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

の環 境
かんきょう

を良
よ

くしていけるようにする など 

 

 

  



 

第
だい

４章
しょう

  推
すい

進
しん

にあたって 

  推進
すいしん

体制
たいせい

 

次
つぎ

の人
ひと

・団体
だんたい

と 協 力
きょうりょく

して、日
に

本
ほん

語
ご

の学 習
がくしゅう

環 境
かんきょう

を良
よ

くしていきます。 

１ 国
くに

、愛
あい

知
ち

県
けん

、名古屋市
な ご や し

などの役所
やくしょ

 

２ 名古屋
な ご や

国際
こくさい

センター
せ ん た ー

 

３ 日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

をやっている団体
だんたい

 

４ 多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

推
すい

進
しん

や外
がい

国
こく

人
じん

支
し

援
えん

をしている団
だん

体
たい

 

５ 日
に

本
ほん

語
ご

学
がっ

校
こう

や、学校
がっこう

で日
に

本
ほん

語
ご

を教
おし

える人
ひと

を育
そだ

てる機
き

関
かん

 

６ 企
き

業
ぎょう

・大学
だいがく

 

７ 町内会
ちょうないかい

、自
じ

治
ち

会
かい

 

８ 日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

に関心
かんしん

のある人
ひと

・団体
だんたい

、外
がい

国
こく

人
じん

市
し

民
みん

など 

 

  成
せい

果
か

測
そく

定
てい

 

名古屋市
な ご や し

全体
ぜんたい

で次
つぎ

の割合
わりあい

の数
すう

字
じ

が良
よ

くなることを目
め

指
ざ

します。 

項目
こうもく

 2024年
ねん

度
ど

 

外
がい

国
こく

人
じん

市
し

民
みん

の日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

（聞
き

く） 

「相
あい

手
て

がゆっくり話
はな

せば、聞
き

いて、理
り

解
かい

できる」以
い

上
じょう

の割合
わりあい

 
81.5％ 

外
がい

国
こく

人
じん

市
し

民
みん

の日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

（話
はな

す） 

「かんたんな日
にち

常
じょう

会
かい

話
わ

であればできる」以
い

上
じょう

の割合
わりあい

 
74.9% 

外
がい

国
こく

人
じん

市
し

民
みん

の日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

（読
よ

む） 

「広告
こうこく

やチラシ
ち ら し

、駅
えき

の時
じ

刻
こく

表
ひょう

や案内
あんない

を見
み

て、欲
ほ

しい 情
じょう

報
ほう

がわかる」以
い

上
じょう

の割合
わりあい

 
65.7% 

外
がい

国
こく

人
じん

市
し

民
みん

の日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

（書
か

く） 

「職場
しょくば

の同 僚
どうりょう

、家
か

族
ぞく

などに要件
ようけん

を伝
つた

える簡
かん

単
たん

なメモ
め も

を書
か

くことができる」以
い

上
じょう

の

割合
わりあい

 

65.9% 

学
まな

びたい人
ひと

で、現
げん

在
ざい

学
まな

ぶことができている外国人
がいこくじん

住 民
じゅうみん

の割合
わりあい

 40.7% 

 

 

 

名
な

古
ご

屋
や

市
し

地
ち

域
いき

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

推
すい

進
しん

の 考
かんが

え方
かた

 2025-2029 （2025年
ねん

2月
がつ

） 

名古屋市
な ご や し

 観光
かんこう

文化
ぶ ん か

交 流 局
こうりゅうきょく

 国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

課
か

 

公益
こうえき

財団
ざいだん

法人
ほうじん

 名古屋
な ご や

国際
こくさい

センター
せ ん た ー

 事業課
じ ぎ ょ う か

 

TEL：052-972-3061 

MAIL: a3061@kankobunkakoryu.city.nagoya.lg.jp 

http://#

